
 

 

日時：平成 29 年 11 月 15 日（水）14：30 ～ 

場所：時間学研究所 所長室 

   （吉田キャンパス総合研究棟 106） 

 第 5 回 

お問合せ先 

時間学研究所事務室  TEL：083-933-5848 MAIL：sh076@yamaguchi-u.ac.jp 

 

 

 

ヒトの時間、社会

の時間、機械の時

間、心の時間・・・ 

参加無料 

どなたでも参加OK 

途中入退室 

ＯＫ！ 

色んな分野の人

と繋がってみま

せんか？ 

気ままに、話の赴く

ままに、お茶を飲み

ながら語ってみま

せんか？ 

この世の、あらゆる

ことがらは時間と関

係しています。 

どこにどれだけ｢多

様な時間の姿｣があ

るのか？ 

研究の話でも、思い

つきでも、突拍子の

ない考えでも、便乗

発言、大いに歓迎！ 

とは。。。 

話題提供者 

川島 尚宗 先生 

（大学情報機構 埋蔵文化財資料館 助教） 

【縄文人は塩を何に使ったか？】 

縄文時代にはすでに製塩がおこなわれていたのですが、その用途について民族考古学的

な視点から検討します。塩そのものが残らないため、用途については厳密な証明は難しい

のですが、民族例を参照することで、縄文時代の塩の用途を推定し、さらに製塩の社会的

意義にも触れる予定です。塩ということで、いろいろな分野の方にもご興味を持っていた

だけるのではないかと思います。 


